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＜あらまし＞ デジタル庁などが 2022年に公開した「教育データ利活用ロードマップ」は，
教育データの利活用に向けた施策の全体像を描いており，学習者が学習履歴を活用して自らの

データを蓄積・活用できるようにすることを示している．今回の取り組みでは LMS 側に検証
用コース，学習者，小テストを準備して学習活動を実施した．その活動を２つの国際標準規格

IMS Caliper 及び xAPI を用いて LRSに学習活動履歴の蓄積を行い，BI ツールによる表示動
作テストを行った． 
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1. はじめに 

デジタル庁は 2022 年１月，総務省や文部
科学省などと共同で「教育データ利活用ロー

ドマップ」を公開した．教育データ利活用ロ

ードマップは，教育データの利活用に向けた

施策の全体像を描いたものであり，学習者が

学習履歴を活用して生涯にわたり自らのデー

タを蓄積・活用できるようにすることを示し

ている． 
学習活動履歴のデータ標準として２つの国

際標準規格が挙げられている．米国の ADL
（Advanced Distributed Learning）が策定
した xAPI（Experience API）と，IMS Global 
Learning Consortium が策定した IMS 
Caliper Analyticsである． 
今回の取り組みでは LMS 側に検証用コー

ス，学習者，小テストを準備して学習活動を

実施した．その活動を２つの国際標準規格を

用いて，LRS に学習活動履歴の蓄積を行い，
BIツールによる表示動作テストを行った． 

BIツールとは，ビジネスにおける大量のデ
ータを収集・分析する機能を持つソフトウェ

アのことである．BI ツールには Apache 
Supersetを使用した．Apache Supersetとは，
Airbnb 社が開発したデータの検索や可視化
を行うためのオープンソースソフトウェアで

ある． 
今回の取り組みでは，ラーニングアナリテ

ィクス基盤システム(LAaaS-docker)を利用

して，教育・学習データの可視化を確認した． 
 

2. 動作環境の構築 

図１ 動作環境の概略 

 

動作環境の仕様を以下に示す． 

CPU ：6 vCPU 
メモリ ：8 GiB 
SSD ：100 GiB 
OS ：Ubuntu 22.04 LTS 
ツール ：Docker/Compose V2 

2.1. LA基盤システムの構築 

CUIより gitコマンドを実行してコードな
どを取得，”docker compose up”コマンドを実
行してコンテナを起動した． 

 Learning Lockerの設定 

CUIより adminユーザを作成，Webブラ
ウザより http://localhost:3000/の管理画面に
ログイン，任意の名称で Learning Record 
Storesを作成，xAPI EndPointを設定した． 

 Supersetの設定 

CUI より admin ユーザを作成して，デー
タベースの初期設定を行った． 
2.2. Moodleの学習ログ分析基盤の構築 

 Moodle初期設定 

Webブラウザより，http://localhost:8000/
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にログイン，Moodleの初期設定を行った． 
 Moodle-xapiの設定 

CUIより Learning Lockerから xAPI 
store clientキーを取得して，以下のファイ
ルに設定した． 

moodle/xapi/src/config/app.js 
 Moodle-caliperの設定 

CUIより OpenLRWから APIキーを取得
して，以下のファイルに設定した． 

moodle/caliper/config/lrw.php 
 

3. 検証環境の構築 

3.1. Moodleへの準備 

Webブラウザより，テストコース，小テス
ト，検証用の学習者アカウントを登録した． 
3.2. Moodle学習活動の実施 

Webブラウザより，学習者アカウントでロ
グインして，小テストを受験した． 
3.3. xAPIステートメント変換，LRS登録 

CUIよりMoodleディレクトリに移動して，
"docker exec moodle-xapi npm start”のコ
マンドを実行した． 
3.4. Caliperステートメント変換，LRS登録 

CUIよりMoodleディレクトリのまま， 
”docker compose run --rm moodle-caliper”
のコマンドを実行した． 
3.5. Supersetによるデータ確認，可視化 

 xAPIステートメント 

Web ブラウザより，http://localhost:8088/
にログインして，SQL Lab→SQL Editer機
能より，PREVIEWデータを確認した． 

図２ xapi_statementsの表示例 

 
Data→Datasets機能→CREATE CHART

よりデータを確認した． 
図３ PIE CHART可視化例 

 

 Caliperステートメント 

SQL Lab→SQL Editer 機能より，PREV
IEWデータを確認した． 
図４ caliper_statementsの表示例 

 
Data→Datasets機能→CREATE CHART
よりデータを確認した． 

図５ PIE CHART可視化例 

 
 

4. 考察と今後の課題 

Moodleで実施した学習活動の履歴が xAPI
ステートメント，Caliper ステートメントの
どちらとも LRS に登録されたことを確認し
た． 
学習活動履歴をLMSと分離してLRSに蓄
積することで，LMS側に機能拡張しなくとも，
BI ツールを用いた可視化が可能であること
を確認した． 
今回使用した環境はDocker/Composeの複
数のコンテナにより構築された基盤であるた

め，httpsへの対応は見送った．今後の課題と
して https対応などセキュアな通信を使用し
た上で，外部 LMS との連携を構築していき
たい． 
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